
た
沼
田
恒
帝
大
目
コ
十
二
H

輝
吉
一
一
刻
"
便
物
路
可
代
毎
日
一
同
一
円
@
行
J

市明
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論

叢

混
合
勘
定
に
闘
す
る
一
考
嬬

勤
労
所
得
に
封
す
る
課
税

貞
享
以
後
長
崎
山
支
那
貿
易
ι
就
い
て

祖
組
問
責
措
及
び
純
費
の
闘
際
比
較

置

苑

重
農
畢
抵
の
人
口
論

明
治
初
年
に
於
り
る
大
阪
通
商
曾
枇

雑

銀

伊
太
利
以
貯
蓄
鈍
行
制
度
改
正
刊

佐
田
介
石
の
舶
来
口
川
排
斥
出
迎
副

去
hAι

士
山
明
ト
L

1

J

i

-

仏

以
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I

制
川
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仰
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佐
田
介
石
の
舶
来
品
排
斥
の

思
想
ミ
運
動

本

庄

栄

治

郎

一
、
泰
商
思
想
め
輪
入
ど
共
反
動

封
建
鎖
闘
の
幕
府
什
れ
明
治
的
新
政
E
H見る

ι及
び
、
制
問
弊

打
破
・
務
回
文
化
の
輸
入
が
我
が
闘
赴
止
な
り
、
廿
唱
に
所
岡
山
自

習
一
蹴
の
時
代
主
生
中
る
に
至
っ
た
。
首
時
政
治
上
批
合
上
積

平
た
る
事
項
に
且
っ
て
醤
来
の
附
相
官
主
椛
り
、
知
識
を
叩
界
に

求
む
る
と
と
が
行
は
れ
た
。

と
の
泰
西
文
化
の
輸
入
に
つ
い
て
は
開
凶
の
先
挫
で
あ
っ
た

ア
メ
リ
カ

E
初
め
と
し
、

同
文
口
英
同
は
も
止
よ
り
川
園
調
池

輯

鍬

位
向
介
石
山
納
棋
品
排
斥
白
思
想
と
謹
副

白
感
術
思
想
も
輸
入
せ
ら
れ
た
が
、
最
初
に
頻
々
止
し
て
轍
入

さ
れ
た
も
白
は
英
米
の
古
利
的
文
切
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
に

英
闘
白
切
曲
申
か
ら
蹄
朝
し
た
中
村
正
直
(
敬
宇
)
氏
は
同
人
枇

(
明
治
六
年
乃
至
十
八
年
)
を
闘
い
て
英
図
械
の
枇
曾
敬
宵
の
昔

ス
マ
イ
ル
ス
の
自
助
諭
(
回
同
立
ぷ
舗
〉
口
間
性
輸
な

及
に
力
め
、

ど
が
諸
山
さ
れ

τ品
性
の
修
益

ι資
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此

同
人
制
に
先
立
っ
て
英
語
を
敬
投
せ
し
尺
振
八
氏
の
共
立
製
合

が
め
り
〈
明
治
三
年
乃
車
十
六
年
)
、
向
そ
れ
J
b
も
口
千
〈
務
米

よ
り
引
縦
け
る
耐
掴
陣
論
吉
氏
の
腿
臨
諮
艶
が
あ
っ
た
。
嗣
樺
氏

は
世
帯
木
よ
り
属
主
欧
米
に
渡
り
英
米
思
想
の
長
所
在
採
っ
て
一

申
棋
の
見
を
立
て
、
明
治
二
年
比
「
世
界
困
盛
片
岡
洋
事
情
」
等
主

公
に
し
、
五
年
二
月
以
後
逐
次
公
に
せ
し
「
接
聞
の
す
L
め
」
は

我
閥
川
山
畑
山
田
骨
に
故
も
大
在
る
院
繕
を
興
へ
た
も
の
で
あ
る
n

八

年
に
は
「
文
明
輸
の
概
略
」
九
年
に
は
「
棋
者
安
心
愉
」
の
著
あ

り
、
高
延
一
五
年
に
初
め
て
「
華
英
泊
訟
」
に
上
梓
し
て
よ
り
、
明

治
三
十
二
年
(
逝
去
の
二
年
前
)
に
至
る
ま
で
間
十
年
川
に
辿
骨
髄

せ
し
書
籍
は
賞
に
五
十
七
種
一
百
除
冊
に
上
る
と
郁
せ
ら
れ
て

居
る
。
腕
洋
氏
は
犬
腿
に
於
て
在
米
自
儒
官
山
組
に
到
し
て
、

第
エ
十
七
笹

七
大
七

第
五
観

E 

抗原貞雄、明治時代』田地l史書問。



雑

鋭

佐
田
介
石
田
納
車
品
排
申
白
思
想
主
運
動

ス
ミ
ス
の
経
済
詑
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
訟
を
岨
越
し
て
寅
利
E
倫

ぷ
の
風
を
奨
励
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
釘
し
て
新
島
難
民

は
人
は
パ
ン
の
み
に
活
く
る
も
の
に
あ
ら
宇
主
て
精
一
脚
的
恭
督

主
義
主
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
帥
帥
山
間
西
誠
心
文
明
職
入

ι功
時
紗
か
ら
ざ
り
し
は
村
上

英
俊
の
創
立
せ
し
建
理
堂
(
明
治
初
年
乃
五
十
年
)
で
あ
っ
て
、

専
ら
側
諸

ω
教
授
に
訴
を
注
菅
、
自
由
民
椴
思
想
の
輸
入
K
も

奥
つ

τ力
が
あ
っ
た
。
毛
ン
テ
ス
キ
品
l
白
「
高
法
精
迎
」
は
何

離
之
氏
に
よ
っ
亡
ハ
明
治
九
年
〉
ル
ソ
ー
の
「
民
約
論
」
は
服
部
徳

氏
に
よ
っ
て
(
明
治
十
年
)
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
凋
乙
の
思
想
が

盛
ん
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
主
に
後
年
O
E
と
で
は
あ
る

が
、
既
に
平
く
明
治
初
年
か
ら
加
藤
弘
之
氏
等
白
力
に
よ
っ
て

多
少
停
へ
ら
れ
た
も
白
で
、

一
例
を
騒
ぐ
れ
ば
プ
ル
ン
チ
品
リ

ー
の
図
家
汎
論
白
如
き
柑
叫
に
明
治
五
年
に
翻
帯
さ
れ
て
ゐ
る
。

泰
西
思
想
は
か
く
白
如
く
に
し
て
輸
入
さ
れ
た
。
十
年
以
後

自
由
民
植
の
思
想
は
茜
だ
旺
盛
!
と
伝
り
、
己
れ
よ
り
後
、
問
洋

。
聞
申
術
思
想
は
長
所
短
所
併
せ
て
之
主
用
ゐ
、
東
洋
口
削
庭
思

想
は
普
謡
共
に
拾
て
h

顧
み
ざ
る
が
如
き
感
が
あ
り
、
十
六
七

第
ご
十
七
巻

七
六
八

第
五
捜

五

年
以
後
の
所
閥
鹿
鳴
館
時
代
に
於
て
は
全
く
四
洋
心
酔
の
時
代

を
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
平
が
劫
愛
し
、
明
治
十
年
に
至
る
ま
て
に
各
地

ι騒
擾
起
り
百

一
姓
一
挟
が
頻
裂
し
た
占
同
様
に
、
新
思
想
に
劃
し
で
も
常

ι氏

一
勘
が
伴
っ
た
。
即
ち
文
明
開
化
目
撃
高
く
図
風
の
欧
化
す
る
を

見
て
は
悲
憤
陀
培
え
十
、
普
弊
頑
聞
と
局
ら
れ
在
が
ら
も
、
憂

然
し
-
な
が
ら
明
治
政
府
の
醤
習
一
洗
事
業
に
謝
し
て
は
屡
不

闘
の
至
誠
よ
り
種
々
の
建
白
を
た
す
も
の
が
あ
り
(
例
へ
ば
明2

 

治
六
年
の
島
津
久
光
の
保
守
論
の
建
自
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
)
、

新
聞
雑
誌
類
に
保
守
的
思
想
の
愛
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
(
例

へ
は
介
石
の
如
章
、
ま
た
「
明
機
婦
問
」
や
「
栽
持
経
済
阿
佐
官
祈

誌
」
に
あ
ら
は
れ
た
る
投
書

ω
如
き
そ
れ
で
あ
る
)
。
十
年
以
後

に
沿
け
る
民
聞
の
念
進
主
誌
に
到
し
て
政
府
は
保
守
主
義
を
代

表
す
る
が
如
き
立
場
に
あ
っ
た
が
、
鹿
嶋
館
時
代
に
至
っ
て
政

府
率
先
し
て
欧
化
の
範
を
示
ず
に
至
担
、
却
て
二
十
年
代
に
ゐ

け
る
保
守
的
反
動
思
想
及
図
粋
思
想
の
勃
興
を
政
成
す
る
と
と

-
と
な
っ
た
。

本
稿
に
設
か
ん
止
す
る
庖
の
佐
岡
介
石
は
、
明
治
十
年
以
後

藤井甚大郎、島持久光公由連白と外ニ三、新葡時代、第三年室長一珊。

小野芳雄、明治相l町'-'反蹴思想。帝i閥、甜i話時代、第三年第一jJ)J-，
例へば十四銃自主君田千脊氏自マッチ自害を設ける如金、十八郷、コ+プマ腕の
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印
ち
事
ろ
鹿
鳴
館
時
代
以
前
に
島
け
る
反
動
思
想
家
と
し
て
見

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
新
思
想
を
排
斥
し
た
ば
か
り
で
は
左

〈
、
外
閤
品
の
使
用
を
極
端
に
嫌
忌
し
、
各
地

ι紡
枇
を
作
っ

て
之
を
賀
行
せ
ん
占
ず
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
佐
問
介
石
さ
其
著
書

佐
同
介
石
は
肥
後
図
八
代
郡
種
山
村
の
人
で
あ
っ
て
、
も
と

庚
芯
氏
、
後
、
飽
問
郡
小
品
何
杭
川
氏
の
綾
子
と

K
H牧
町
氏

を
胃
ナ
。
幼
名
は
翻
鍵
、
字
は
断
誠
、
得
象
爾
占
批
す
。
十
八

哉
の
'
と
き
京
師
に
仰
で
て
側
主
百
を
製
ぴ
仰
暦
を
討
究
し
、
天
助

地
静
訟
を
唱
で
ま
た
組
怖
の
術
に
つ
い
て
各
地
に
そ
の
訟
を

講
じ
仕
o

明
治
十
五
年
十
月
、
遣
を
北
越
に
弘
め
ん
主
欲
し
、

信
州
飯
山

ι到
っ
て
病
に
躍
り
、
強
い
て
越
後
高
田
に
到
っ
た

が
、
途
K
十
二
月
九
日
そ
の
放
舎
に
浸
し
た
。
時
に
歳
六
十

問
、
潟
草
公
闘
の
西
北
に
葬
る
。
帯
い
で
十
八
年
彼
を
川
制
す
る

の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

介
石
の
著
書
に
つ
い
て
は
「
大
日
本
人
名
俳
書
」
に
は
『
著
述

世
に
著
し
き
も
の
三
十
飴
篇
』
L

と
あ
る
が
(
碑
文
に
も
同
様
)
、

締

録

佐
田
介
石
白
拍
車
品
排
陪
・
白
思
想
と
誕
勤

明
か
で
な
い
。
た
E
私
の
一
躍
し
得
た
も
の
は
次
白
八
種
で
あ

る。
(
一
)
「
世
益
新
型
明
治
八
年
二
周
陀
第
一
蹴
が
護
刈
さ
れ
、

第
五
披
ま
で
は
榊
井
勝
士
口
氏
が
編
制
明
者
と
・
な
っ
て
股
る
が
、
第

六
披
か
ら
は
綿
料
佐
問
介
石
と
し
て
署
名
し
て
あ
る
o

私
の
見

た
の
は
第
九
枕
ま
で
い
占
あ
る
。
尤
第
六
時
同
以
前
に
於
て
も
第
間

回
目
附
録
、
第
五
蹴
等
は
佐
問
介
石
の
撰
述
す
る
鹿
K
か
且
込
町
む

(
二
〉
「
本
珍
新
諭
」
九
年
十
月
に
第
-
続
、
同
均
十
一
月
忙
銘

二
批
を
山
し
て
ゐ
る
。
第
一
披
表
紙
に
は
特
に
『
佐
問
介
石
木

戸
公
に
滋
て
富
岡
の
山
地
筑
貫
通
せ
ん
と
と
を
諦
む
る
の
書
』
と

あ
り
、
木
戸
公
に
劃
す
る
六
月
十
日
及
び
七
月
二
十
九
日
付
の

一
』
泊
の
上
書
を
牧
め
て
ゐ
る
。
第
二
蹴
表
紙
に
は
『
人
民
政
勝

の
本
』
・
と
あ
っ
て
、
時
弊
匡
救
策
を
愉
じ
た
も
の
で
あ
る
が

彼
の
持
論
た
る
経
済
論
の
外
に
基
督
教
政
撃
の
設

t
拐
げ
ら
れ

て
ゐ
る
。

(
三
)
「
栽
培
経
済
論
」
初
篇
上
下
二
冊
は
明
治
十
一
年
二
月
・

後
篇
上
下
二
冊
は
十
二
年
五
月
の
版
で
あ
る
。

〔
問
)
「
富
岡
歩
み
初
め
」
雑
誌
「
新
欝
時
代
」
第
三
年
第
一
冊
に

第
二
十
七
巻

七
六
九

第
五
貌

五

大日本人名辞書(八服)89'頁{大慌に於て碑文;と同様)。
肥陸先帝偉蹟、桂稿、 235耳以下

自白羽毛売主D'命序化。古川秀也、佐田介石白事rも、文献解=到。
第二韓，~佐田揖穂止署名しで nm洋の言段、集主風とを混じ謀れるを駁すると
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雑

録

佐
田
介
石
の
納
車
品
排
尿
由
思
想
と
謹
動

s
 

潟
県
版
と
し
て
婦
げ
ら
れ
て
ゐ
る
一
枚
刷
で
あ
る
。
『
舶
来
の

品
に
支
那
と
西
洋
之
ニ
種
品
り
、

Eム

工
業
主
興
す
は
必
寸志

己
れ
由三

身 E
ttι》

限こ
り 種
をに
己て

れ商
士法

服~!i:
へ行

る
ゆ
へ
ん
の
悶
』
と
の
傍
誌
を
施
し
、
闘
は
蒸
れ
舶
が
種
々
の

舶
来
品
を
満
載
し
来
担
、
左
端
に
は
支
那
人
及
西
洋
人
が
屑
に

千
雨
箱
を
揚
っ
て
胎
よ
hv降
り
ん
・
と
す
る
様
を
描
き
、
以
て
舶

来
口
聞
の
輸
入
に
つ
れ
て
我
が
金
貨
が
海
外

ι流
出
す
る
意
を
寓

し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
-
月
版
。

一
冊
、
上
下
二
審
よ
り
成
る
。

明
治
十
一
二
年
二
月
版
。
〈
明
治
十
年
版
の
「
蹴
官
等
象
儀
詳
説
初

(
五
)
「
副
賞
等
象
儀
詳
訟
」

篇
」
は
私
は
ま
だ
見
て
居
た
い
)

〈
六
円
栽
培
経
済
問
答
新
誌
L
明
給
十
四
年
十
二
月
二
十
日
第

一
放
を
出
し
、
十
五
年
八
月
十
六
日
第
四
十
批
を
以
て
股
到
。

ハ
七
〉
「
貼
取
交
通
論
」
一
冊
、
明
治
十
六
年
七
月
頃
山
版

(
八
)
「
察
国
論
」
一
冊
、
年
月
末
詳

以
上
の
外
「
仰
教
創
世
記
」
〔
十
二
年
)
鎚
地
球
読
略
(
文
久
二

年
)
等
の
著
が
あ
る
と
い
ふ
と
主
で
あ
る
。

=
-
、
介
石
の
思
相

第
二
十
七
巻

第
五
韓

E 
四

t
セ
O

介
石
の
思
想
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
白
は
、
悌
教
+
天
文
皐

(
天
勤
地
静
設
)
に
閲
す
る
方
間
企
経
消
の
方
図
止
に
大
別
す
る

と
!
と
が
出
来
る
、
前
者
は
「
世
絵
新
聞
L
干
「
閥
賓
等
象
儀
詳
設
」

に
よ
っ
て
こ
れ
を
窺
ふ
と
・
と
が
出
来
る
が
、
暫
〈
之
れ
を
措

宮
、
以
下
後
者
に
つ
い
て
少
し
く
考
へ
て
見
た
い
主
恩
ム
。

介
石
の
経
済
思
想
は
「
栽
培
経
情
論
」
「
栽
培
経
済
問
答
新
誌
一

及
び
「
貼
収
交
通
論
」
等
に
よ
っ
亡
上
〈
之
れ
を
知
る
己
ル
」
が
向

琴
申
。
「
栽
括
経
済
問
答
新
詩
」
は
定
時
刈
行
白
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
あ
っ
て
、
そ
の
表
紙
に
は
『
籾
胞
の
米
が
千
剣
飾
の
漏
斗
の

中
よ
り
出
で
モ
の
耐
出
品
慨
は
悉
〈
内
に
碕
り
て
そ
の
膳
米
は
怒

く
外
に
出
る
が
如
〈
僅
か
一
一
盟
二
厘
の
積
り
た
る
金
貨
ま
で
外

閣
に
山
で
つ
〈
し
跡
に
鋳
る
は
紙
幣
の
み
の
闘
』
を
記
し
、
チ

ヨ
ン
揺
羽
織
袴
民
目
傘
を
持
ち
し
男
が
そ
れ
を
説
明
し
て
居
る

傍
に
、
洋
服
を
着
け
散
髪
せ
る
男
が
帽
子
占
嶋
崎
傘
と
を
投
げ

棄
て
て
(
精
子
注
意
闘
も
あ
り
)
首
惑
せ
る
国
持
に
て
之
を
掛
け

る
闘
を
拙
昔
、

H
洋
紙
の
用
ひ
ら
れ
し
時
代
に
日
本
紙
に
印
刷

し
、
態
?
七
の
日
本
紙
友
る
と
'
と
を
明
記
し
て
居
る
。
然
し
注

目
千
餅
飾
D
圃
は
「
栽
培
経
済
論
」
忙
も
山
判
て
居
る
所
で
あ
h
y
、

文献t再三腕一大頁ー七頁にそ回全文が掲載してあるa

木村審賢、佐田介石氏自制賞等晶諭{ニ〕番目百。

後篇下、 16丁裏。
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そ
の
他
主
要
な
る
議
論
は
大
慢
に
が
、
て
「
栽
培
経
消
論
」
に
於
て

設
け
る
所
在
敷
術
し
説
明
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
如
く
で
あ
る
。
ま

た
「
賠
取
究
通
論
」
は
介
石
白
波
後
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
モ
の
由
来
は
失
の
序
文
の
一
節
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

印
ち
同
〈
『
衝
に
米
人
フ
ル
ベ
ツ
キ
氏
我
日
本
人
某
氏
六
名
主

補
助
と
し
、
海
外
交
通
は
果
し
て
利
益
あ
る
乎
、
肺
門
妨
害
あ
る

乎
と
白
二
問
題
を
設
け
、
隔
地
源
一
郎
氏
主
以

τ許
者
と
し
、

金
園
田
有
識
者
に
質
し
、
約
す
る
佐
賀
春
を
輿
ん
と
主
主
以
て

し
、
共
一
等
を
廿
五
因
企
し
二
等
を
拾
五
固
と
し
三
等
を
拾
闘

占
す
o

佐
問
介
石
先
生
快
能
を
輝
て
突
泊
の
弊
容
を
極
論
せ
~
ら

れ
、
二
等
貨
を
得
れ
た
り
。
而
し
て
他
に
一
等
貨
を
得
た
る
者

な
し
主
云
品
。
載
て
川
治
十
年
八
月
白
日
々
新
聞
紙
に
あ
り
』

云
A

・4
0
而
も
そ
の
所
論
は
大
槌
に
於
て
は
栽
培
終
済
論
に
説

付
る
所
主
大
差
な
き
如
く
で
あ
る
。
か
く
考
ム
る
と
き
は
栽
培

経
済
論
を
基
礎
と
し
て
考
ふ
れ
ば
、
彼
の
経
済
設
は
大
抵
之
を

知
る
己
と
が
出
来
る
次
第
で
あ
る
。
而
も
そ
の
訟
の
中
必
鞘
は

舶
来
日
間
の
排
序
に
あ
っ
た
。
以
下
右
白
三
著
速
に
よ
っ
て
少
し

〈
そ
白
献
を
説
明
し
ゃ
う
。

輔

錐

佐
田
介
石
申
舶
来
品
誹
昂
白
思
想
と
謡
動

抑
も
経
済
と
は
如
何
な
る
識
で
あ
る
か
、
介
石
は
こ
れ
を
競

明
し
て
日
く
『
夫
れ
経
済
と
は
純
緯
消
波
の
・
誌
た
り
o
東
西
主

経
と
云
ひ
南
北
を
鮮
と
一
E
o
済
波
ー
と
は
肪
筏
陀
て
と
の
岸
よ
り

b
た
る

か
の
岸
へ
消
白
競
た
り
。
故
に
桝
波
止
は
住
来
す
る
と
と
な
り
。

山
て
物
品
企
金
貨
止
を
東
西
南
北
白
人
民
の
聞
に
糊
り
た
く
往

来
せ
し
む
る
を
極
構
と
名
づ
く
。
然
れ
ば
終
済
企
は
問
方
白
人

民
の
聞
に
金
貨
吻
口
聞
を
滞
り
な
〈
往
来
せ
し
め
、
融
通
の
道
主

聞
く
己
主
な
り
』
叉
日
〈
『
経
済
企
は
委
〈
は
経
緯
済
企
云
べ
き

と済己

はの"
元守二を

機は緋
の.羽~ v 
経主る宇
c:J 0: 1i:: 
糸誠略
主てし
経世て
と渡経
名り済
けす0:
緋Eる は
白 tc 名
糸とけ
を在 tc
粋掛 H
<:占ロ

名い経
〈鳥緯

G J呼f
mh 眠 ら

t:E緯は

故
K
今
己
主
は
機
の
縦
横
主
閣
の
縦
樹
江
喰
へ
た
も
の
品
、
p
。

閣
の
縦
は
東
西
た
り
、
閣
の
横
は
南
北
た
り
。
と
れ
に
肉
て
園

の
東
西
南
北
、
隅
か
ら
隅
迄
す
ら

f
、
・
と
滞
り
た
く
自
由
自
在

に
世
波
り
設
さ
る
L

己
と
を
経
消
'
と
は
名
け
た
り
」

t
。
而
L

て
栽
培
経
済
と
い
ふ
所
以
は
『
縦
済
に
増
主
か
け
て
経
科
を
能

く
育
つ
る
己
主

E
、
川
木
に
喰
へ
て
栽
培
経
済
と
名
け
』
た
も

の
で
あ
る
。
然
し
ま
た
同
時
に
、
『
粧
済
企
は
治
ι困
宮
・
闘
己
主

第
二
十
七
巻

七
七

第
五
醜

一
五
五

議暗部情論初稿上、 5丁表。

哉暗紐湾問答新誌ー担。
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主
，c. 
得
ベ雑

~ð) 録
企
あ
る
j)> 

ら
月I
詞
経
済
泊、
経
図
消
民
の
義
で
あ

佐
田
介
石
白
舶
操
品
排
時
の
思
想
と
運
動

る
と
と
は
習
時
の
論
著
に
於
け
る
占
同
時
る
所
・
泣
き
・
次
第
で
あ
る

が
、
文
字
の
解
樽
占
し
て
は
、
紹
困
済
民
の
諾
主
採
ら
宇
し

τ、
経
緯
済
波
の
議
と
せ
る
鞘
托
於

τ大
に
異
れ
る
に
過
ぎ
な

い
。
従
て
「
栽
培
維
持
論
」
に
説
け
る
所
は
園
を
富
ま
す
術
主
諭

せ
る
も
の
で
あ
り
、
時
務
論
た
る
己
と
に
於
て
も
ま
た
輩
時
の

愉
著
と
具
る
所
は
左
ぃ
。
然
ら
ぱ
岡
を
官
ま
す
白
術
は
如
何
で

あ
る
か
ル
」
い
ふ
に
、
日
く
『
富
岡
白
法
に
於
て

一
つ
に
衣
食

位
北
ハ

ι我
閤
盛
田
品
主
用
び

二
つ
に
衣
食
刊
共
に
舶
来
。
品

bz
忌
み
、
一
一
一
つ

K
衣
食
位
共
に
我
闘
産
の
品

thr困
に
遍
く
大

に
消
費
す
る
道
を
興
し
、

ζ

の
三
法
、
鼎
の
三
足
の
如
〈
一
を

も
欠
く
べ
鼎
ら
守
、
若
し
一
を
も
欠
る
主
吉
は
宮
闘
の
法
立
つ

べ
か
ら
宇
』
・
と
し
、
訟
に
図
産
奨
助
舶
来
品
排
斥
の
主
張
を
た

ず
に
至
っ
た
も
白
で
あ
る
。
印
ち
回
〈
『
舶
来
の
品
白
毒
た
る

ゆ
へ
ん
の
も
の
四
つ
あ
り
。
一
つ
に
は
我
閣
の
金
貨
を
減
じ
‘
二

つ
に
は
我
図
の
衣
食
住
の
物
品
在
実
り
弘
む
べ
き
道
を
場
ぐ
、

是
れ
商
業
白
妨
げ
左
り
。
=
一
つ
に
は
衣
食
位
の
物
品
製
遣
の
道

を
妨
ぐ
、
是
れ
工
業
の
妨
げ
な
り
。
四
つ
に
は
衣
食
住
の
物
品

第
二
十
七
谷

七
-c 

第
五
掛

まE-，、

産
生
(
天
匙
品
を
産
主
云
ひ
、

人
遺
品
主
製
し
と
一
耳
ム
)
白
道
主
妨

f
・
是
れ
農
業
の
妨
げ
た
り
o
故
に
人
々
舶
来
白
衣
食
仙
の
物

己 品
主 主
主 用
求:る
む 己
ると
由t 主
主n.目、

』〉生
子ん

LJ:' 
GE 毒

を
J忌
ま
，.. 

し
」

病
σJ 
愈
え

ん

t言て毒れ法
、29蒸な鈍 ι

我 jたい汽り道於
日守H 船~:: 9)亡 ℃
本どのし岡か
白 包 「 大 、 輸

人足害太もか
上 志 向 、 た 防 凡
D211 る尉え有
貧官設'"迎、名
病理京共非嗣 Z主
を tf 他融踊る
治色二JS)越し円、傘ラ
j→ 、 々 、山に y 

Z曜『の鈎叫I
ぁ 我 ι証言巴の
る 凶 器t 1~ILt 害岡
べ .'1' も証12あ 論

かの ib I!時りが
ら衣ら川、U 弘

サコ食は論、牛山
614)位れも lり芋L ら
との、出はは

す
る
に
至
っ
た
。

今
試
に
そ
の
一
ア
ン
プ
亡
困
諭
な
る
も
の
を
見
る
に

U
1

ラ
ン
プ

の
使
加
に
は
缶
づ
十
六
種
白
大
寄
あ
る
と
と
を
列
摩
し
て
日
く

『
一
に
毎
夜
金
貨
大
滅
。
害

二
に
閥
産
申
品
密
臨
拍
と
な
す
の
害

三
に
金
貨
の
融
調
を
妨
る
乞
肯

四
に
農
宇
工
四
職
業
を
曲
る
白
書

互
に
材
木
由
伺
よ
き
す
る
の
害

0

0

・

貌
掠
駿

一λ
士
。
。

十
十
ト
韓
抗

三
三
三
一
二
七

上
上
上
上
上

伺
同
問
問
向

)
{
1
 

0
1
2
3
4
 

1
1
1
1
1
 

向上
栽晴紐持論後寓上、 7T表。
向上、 6，表。
栽培経済問智新誌十五枕
同上、二十四抗。



-a?
‘、

百
円
に
洋
織
を
倍
弘
む
る
道
量
出
陣

t
開

t
m害

七
に
舶
車
の
禁
止
入
る
る
道
を
倒
〈
害

λ
に
消
防
由
術
も
及
ぼ
官
る
の
害

丸
に
入
量
規
死
さ
ず
る
白
書

十十十十

ににに金
五市央?回
路ま街原1静
倍7村止に

相、歯殖""
L 絡 L 災
殖に哨を
す荒す免
白土のれ
害と害古

な る
す の
白害
筈

十
四
に
朗
人
世
情
靖
す
の
害

十十
六五
にに
家眠
宅力
品を
物損
及 L
V 傷
人む
のる
鼻白
白書
ま
で
誤4
J 

る
の
宰
』

右
の
第
一
白
害
は
、
近
年
建
図
偏
榔
白
山
奥
よ
り
漁
村
の
米
に

至
る
ま
で
ラ
ン
プ
を
用
ふ
る
に
至
り
、
石
油
の
矯
め
に
費
す
占

ζ

ろ
東
京
市
中
一
夜
に
六
十
箱
二
箱
は
ご
斗
)
で
あ
っ
て
一
升

二
十
銭
止
す
れ
ば
二
寓
四
千
岡
、

困、

一
年
に
て
八
百
七
十
六
商

日
本
会
闘
を
東
哀
の
五
十
倍
止
す
れ
ば
一
年
四
億
三
千
八

百
寓
困
在
外
闘
に
波
す
と
と
?
な
る
。
第
二
の
害
は
フ
ン
プ
使

a
A
E
3
 

周
の
た
め
、
行
燈
、
畑
山
量
、
八
方
附
、
カ
ン
テ
ラ
の
類
よ
り
種

魚
油
の
類
に
至
る
ま
で
百
二
十
飴
の
閤
産
ロ
叫
が
潰

油
、
蛾
燭
、樟

能

佐
田
介
石
の
舶
車
品
排
芹
白
思
想
主
運
動

る
-
A

に
至
っ
た
。
己
の
調
子
に
て
一
々
十
・
ハ
極
白
害
を
訟
明
せ

る
も
の
で
あ
る
。
石
油
に
は
以
上

如
き
大
害
が
あ
る
が
、
種

油
に
は
之
に
反
し
て
十
六
種
の
大
鋸
あ
り
と
し
、
『
是
非
々
々
ラ

るる y
018) 017) '-f 

届存

主主
需品
'- llll 

tz:主
も n日

命前 v.. 
草~d.
;;; L:i' 

両空
様'dJ.

りぞ
樫や
百」

主 主
設戒
いめ
τご亡

居ゐ

+
仇
に
鱗
道
亡
閤
諭
は
「
栽
培
縫
川
問
答
研
誌
」
二
十
七
枕
及
=
一

十
六
放
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
所
で
る
ワ
て
、
錨
道
が
開
通
す
れ

ば
、
東
京
よ
り
青
森
ま
で
百
六
ケ
所
の
宿
牒
が
立
ど
と
ろ
正
潰

れ
る
。
然
る
に
一
宿
院
に
は
十
概
類
白
図
訴
が
具
は
っ
て
ゐ
る

か
ら
、

百
六
ケ
所
の
宿
際
に
具
る
鹿
の
十
種
の
岡
山
祉
が
皆
潰
れ

る
め
付
で
あ
る
。
叉
銭
趨
の
た
め
に
日
本
白
石
川
民
主
川
ひ
謹

L

良
悶
の
渡
る
ミ

ζ
kも
絡
し
い
。
東
京
よ
り
背
森
ま
で
凡

百
八
十
盟
の
附
で

千
九
百
九
十
八
町
の
良
回
か
潰
え
る
。
新

田
地
白
蹴
る
h
A

も
の
練
計
二
千
八
百
八

奮
の
銭
道
主
合
せ
ば

町
に
上
る
。
要
す
る
に
銭
道
に
は
八
白
大
告
が
あ
る
。

脚
ち

『
一
に
舶
来
品
輸
入
の
省
、
こ
に
枕
木
の
た
め
に
日
本
の
材
木

悉
く
藍
き

τ家
倉
の
材
木

E
失
へ
る
害
一
こ
に
日
本
白
石
炭
皆

第
二
十
七
巻

七
士
三

第
五
韓

一
王
七

向上、四雄、 E蹴。介石は世盆新聞第九蹴に既に早(rランプの戒めJなる論
を掲げてゐる。
同上十親には百三十一種と詑いてゐる。
同よ、 プミ抗。
十九丁襲。

15) 

16) 
17) 
18) 



雑

錐

佐
田
介
石
由
柏
来
品
排
時
的
思
想
と
運
動

量
き
℃
外
因
よ
り
石
炭
を
買
ひ
入
る
ミ
費
四
に
良
闘
の
潰
る

る
犬
寄
五
に
道
路
ば
か
り
に
て
活
計
主
立
て
た
る
宿
町
よ
り

茶
唐
小
家
D
も
白
h
餓
死
致
ナ
白
書

品
の
消
費
D
道
を
潰
し
、
之
が
た
め
に
農
民
も
職
人
も
商
人
も

み
も
品
活
計
主
夫
へ
る
害
、
七
に
日
々
日
届
稼
ぎ
致
す
も
の
父
母

六
に
周
産
白
衣
食
住
の

妻
子
の
養
育
の
道
を
犬
ふ
白
害
、
八
に
今
日
の
金
詰
り
の
上
に

向
ま
す

/
1百
倍
の
金
訪

h"と
た
り
曲
目
蹴
懲
役
人
増
L
殖
ゆ
る

白
書
』
と
れ
で
あ
る
。

介
石
の
議
論
は
共
他
種
々
の
題
闘
に
瓦
っ
て
居
る
が
、
そ
の

旨
は
以
上
に
よ
っ
て
と
れ
を
築
し
得
る
如
く
、
舶
来
品
の
客

白
み
を
見
て
利
を
忘
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
害
の
及
ふ
べ
き

純
圏
在
極
端
に
速
く
推
し
及
ぼ
し
、
舶
来
品
の
使
用
主
潟
倒
す

る
己
主
主
以
て
能
事
畢
れ
り
と
す
る
一
方
的
白
感
情
論
で
あ

る
。
官
時
の
欧
化
思
想
に
謝
す
る
反
動
で
あ
る
己
主
は
い
ム
迄

も
左
い
。

而
も
彼
の
舶
来
品
排
斥
輸
は

菅
に
外
国
製
品
の
輸
入
を
不

可
・
と
す
る
D
み
左
ら
守
、
之
れ
が
摸
遺
品
を
内
地
に
於
て
製
造

す
る
己
主
を
も
不
可
左
り
と
し
て
ゐ
る
o

と
れ
「
擬
浩
を
設
け

第
二
十
七
審

七
七
回

第
五
鵠

五
λ 

て
舶
来
を
防
ぐ
は
錠
な
り
や
否
干
の
論
」
「
日
本
に
て
西
洋
紙
を

摸
治
す
る
大
害
の
論
」
友
ど
の
見
ゆ
る
所
以
で
あ
る
『
介
石
は

詳
細
に
之
を
詮
明
し
て
ゐ
る
が
、
そ
白
理
由
は
要
す
る
に
『
輪

入
白
筈
の
多
吉
を
防
ぐ
道
は
、
経
神
出
家
に
て
は
そ
の
斡
入
の
品

E
用
引
い
ぎ
る
の
外
と
れ
な
し
。
有
も
用
る
品
を
新
製
し
て
輸
入

D
品
主
防
が
ん
さ
せ
ば
却

τ寄
を
増
ナ
の
弊
な
き
ζ

と
能
は

-T。
今
試
み
に
考
ふ
る
に
、
も
し
新
製
を
設
け
て
聡
入
品
主
防

が
ん
と
せ
ば
二
害
を
蒐
れ
ざ
る
べ
し
。
そ
の
こ
容
と
は
一
に
は

我
闘
間
有
白
産
物
を
妨
げ
、

二
つ
に
は
向
い
よ
/
¥
輸
入
。
品

b
L
増
す
』
可
『
我
日
本
以
千
年
己
来
椅
皮
に
て
一
帯
ら
紙
を
製
す
る

遣
が
津
山
聞
け
た
れ
ば
別
に
今
夏
舶
来
の
紙
を
按
ら
へ
る
遣
を

始
む
る
K
及
ば
十
。
若
し
た
と
ひ
日
ホ
の
品
の
み
に
て
新
設
明

致
し
た
る
紙
で
も
、
新
鋭
の
紙
は
必
守
閣
寄
た
り
。
ま
し
て
況

や
外
闘
の
口
聞
に
て
紙
を
製
す
る
を
や
。
』
'
と
い
ふ
に
在
る
。
そ
の

愉
は
甚
だ
不
徹
底
で
あ
る
が
、
奮
古
却
の
産
業
を
維
持
す
る
と
と

が
主
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
と
れ
他
方
に
於

て
「
一
利
を
奥
さ
ん
よ
り
は
一
害
を
除
く
に
如
か
ざ
る
の
論

r

る
所
以
で
あ
ら
う
。

哉培留蹄論後情下、 40J.。
栽晴経済問答新誌十四鏡、十五掛、三十九雄。

設培紐漕論後篇上丁、 41了。
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常
時
文
明
開
化
を
題
目
と
し
、
或
は
閥
化
と
山
田
弊
・
と
を
比
較

せ
る
如
吉
見
立
番
附
は
場
と
あ
ら
回
れ
た
鹿
で
あ
る
が
、
ま
た

泰
四
文
化
を
踏
倒
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
・
と
し
て
「
馬

鹿
の
呑
附
」
た
る
も
の
を
事
げ
る
と
・
と
が
出
来
る
。
己
れ
に
は

『
世
に
馬
胞
の
種
類
多
し
・
と
い
へ
ど
も
・
皇
閣
の
物
産
主
刈
引
い

+
競
ム
て
舶
来
品
を
蹄
求
L
、
そ
れ
が
-
為
、
良
貨
の
輪
出
在
日

に
月
比
増
加
さ
せ
、
閣
の
困
難
を
顧
み
ざ
る
、
h
J
L

程
白
馬
鹿
あ

る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
今
よ
H
此
に
馬
胞
の
巾
乙
を
凡
立
蒋
附
す

る
事
か
〈
の
如
し
』
と
記
し
て

東

---~ー四--、

前 IJ、聞大
碩結脇醐

四
，ーーーーー《ーーーー局、
前 d、闘大
副締脇嗣

来
般
を
喰
は
ず
し
て
パ
ン
を
好
む
日
本

ω
人

闘 t輸紡
産議出締
由民入 t
笠由る
傘 平田

を平地
拾j!~J a: 
てを つ
舶帥ぷ
串じ L
のて茶
蜘閥桑
拠，! W を
車 料作
を亭 m
III にて
る懇損
人 合 す

E る
尚人

人闘を 4 り従闘
庫修ロナ車庫
のめ fる自由
紬袋、人目前組
中目ると 業柚
子演洋を魚
を誼語拾告11
拾先ててを
亡生閣官拾
凪家枇て
日のを局由
政総結燕
の憐 tf白

由n をそ石
き論れ炭
物じが抽
をて n~ 
肩我身 IIJ
へが代る
笹身臨人

(
以
下
略
す
)

樟

総

佐
岡
介
石
白
舶
車
品
排
障
の
思
想
と
運
動

‘
な
ど
と
足
立

τaA居
る
。
石
井
研
堂
氏
は
と
れ
を
以
て
「
明
治

ら居寸
うる三

o >>521哩
多 己
分ろ
介佐
石岡
又介
は石
モの
の出
ーす
派所
rD t:r. 
人ら
々ん
巨) b 

E巴」ヒ
し 越
たベ
FJr ら
でれ
b て

園
、
品
川
石
の
質
際
運
動

佐
伺
介
石
は
以
上
の
如
き
反
動
忠
如
閣
を
有
せ
し
も
の
で
あ
る

が
、
松
は
単
に
思
想
家
主

L
て
納
ま
っ
て
居
4
k
b

付

で

は

な

〈
、
外
園
口
問
排
斥
の
賞
際
運
動
に
活
路
す
る
に
至
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
三
方
面
か
ら
見
る
己
主
が
向
来
る
。

一
は
代
用

品
の
製
油
普
及
で
あ
り
、
二
は
各
地
に
議
論
宜
停
し
で
そ
の
忠

想
主
持
及
せ
し
め
た
と
・
と
で
あ

p
、
一
-
一
は
舶
来
品
排
尿
の
結
枇

を
作
っ
た
と
主
で
あ
る
。

介
石
は
前
越
の
如
く
舶
来
品
を
排
斥
し
、
そ
れ
が
摸
造
を
も

不
利
経
た
り
と
し
、

た
む
偏
に
岡
産
品
の
使
川
仲
間
助
陀
逃
進
し

た
。
そ
れ
で
河
野
龍
渓
氏
が
観
光
燈
と
い
へ
る
種
油
主
用
る
ラ

Y

プ
代
用
品
を
護
明
せ
し
と
占

E
、
犬
な
る
岡
山
弛
た
り
と
い

ひ
、
「
栽
培
粧
湾
問
答
新
誌
」
の
庚
告
に
は
常
に
そ
れ
等
の
も
の

第
二
十
七
巷

七
七
五

第
五
揖

E 
九

培訂明治事物起源834頁。 75-77買。
栽端組湾問答新誌大現。

21) 
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繍

佐
田
介
石
白
舶
来
品
排
席
。
思
想
と
運
動

録

が
屡
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
ラ
ン
プ
ゃ
石
油
代
川
品
た
る

観
光
燈
・
図
盆
燈
・
換
洋
燈
・
翻
光
油
、
洋
銭
に
あ
ち
ぎ
る
日
本

金
物
類
販
貨
の
蹟
昔
、
舶
来
砂
摘
を
用
ひ
ざ
る
菓
子
類
・
同
じ

く
観
光
闘
子
、
洋
来
舶
来
革
剣
を
別
ゐ
ざ
る
織
物
・
自
体
粉
・
匙
皮

紙
地
平
入
・
鞄
の
類
、
踊
陥
傘
代
加
の
観
光
傘
、

シ
ヤ
ボ

y

代

レ
モ

y
代
別
品
名
物
み
か
ん
関
等

の
加
古
モ
れ
で
あ
る
o

此
得
は
介
石
並
に
モ
の
一
一
械
の
者
が
稜

用
品
都
々
一
あ
ら
ひ
粉
、

明
工
夫
し
、
各
地
陀
て
販
貸
し
と
れ
が
流
布
に
掠
め
た
も
の
で

あ
る
。次

に
介
石
は
各
地
に
諦
損
し
て
そ
の
息
忽
の
宜
停
に
力
め

た
。
昔
時
の
新
聞
に
は
庇
介
石
の
名
が
あ
ち
は
れ
、
或
は
そ
の

天
動
訟
を
侍
へ
、
或
は
栽
培
経
消
論
を
紹
介
し
、
某
日
来
所
に

於
て
講
抗
あ
る
己
主
が
体
へ
ら
れ
、

共
他
の
挿
話
も
記
載
さ
れ

て
ゐ
る
。
首
時
彼
は
相
営
有
名
で
あ
っ
た
と
見
え
て
叶
有
名
た

る
佐
町
介
石
師
は
』
一
再
々
左
ど
と
記
さ
れ
て
居
る
。
試
に
明
治

十
三
年
十
一
月
白
「
朝
日
新
聞
」
(
大
阪
〉
を
見
る
に
、
そ
の
十
四

日
(
五
四
二
枕
)
白
紙
上
に
は
『
天
勤
地
静
白
奇
訟
主
唱
へ
栽
培

経
済
論
を
叫
附
し
て
、
衆
人
目
耳
を
傾
け
さ
ザ
ら
る
彼
佐
同
介
石

第
二
十
七
笹

第
五
都

七
士
大

ニた

O 

師
に
は
、
京
都
よ

0
再
び
営
地
に
錫
を
良
か
れ
、
咋
十
三
日
よ

り
向
五
日
間
四
天
王
寺
に
於
て
講
読
を
閲
か
れ
た
り
』

K
E之

記
L
、
犬
阪
市
内
各
所
に
於
て
共
後
詰
掛
の
聞
か
れ
た
と
と
が

見
え
て
ゐ
る
o

彼
同
企
図
各
地
忙
諮
訴
し
、
最
後
に
北
越
地
方

に
赴
き
、
高
聞
の
族
合
に
抽
出
し
た
と
止
は
既
に
述
べ
た
如
〈
で

あ
る
。か

〈
の
如
く
介
石
は
そ
の
思
想
配
争
闘
に
宜
伸
し
、
各
地
に

講
演
し
た
白
み
な
ら
宇
、
そ
の
則
論
を
賀
行
す
ベ
〈
舶
来
日
開
排

斥
・
凶
産
品
使
用
の
図
障
を
各
地
位
設
立
す
る
に
至
っ
た
c

「栽

培
経
済
問
答
新
詩
」
第
七
枕
に
は
『
と
の
新
誌
畿
行
陀
先
駆
し
て

三
府
諸
問
脚
に
於
て
舶
来
品
防
制
白
祉
を
立
つ
る
と
左
左
の
如

し
』
と
し
て
、
憂
悶
枇
ハ
長
野
肱
)
保
図
枇
(
犬
阪
府
)
翻
光
祉
(
東

京
府
)
六
月
地
枇
(
西
京
)
護
園
批
(
滋
賀
廠
滋
賀
郡
)
共
盈
枇
(
滋

賀
服
部
生
郡
)
博
消
枇
〈
滋
賀
腕
坂
田
郡
鴻
井
郡
〉
済
念
一
肱
(
岐
阜

耐
脚
)
輔
凶
枇
(
愛
知
腕
)
魁
毎
一
拡
(
三
重
勝
)
保
図
批
八
T
枇
(
兵
庫

聯
・
島
根
聯
・
山
口
一
腕
岩
岡
郷
・
徳
島
麟
)
六
毎
枇
分
一
位
(
丹
波
丹

後
但
馬
〉
白
在
っ
た
と
と
を
明
記
し
て
居
る
。
市
し
て
各
枇
白

宜
一
育
に
は
設
立
の
趣
意
が
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
試
に
訟
の



入
手
し
得
た
保
図
枇
及
び
六
益
一
位
の
宣
言
文
を
樽
載
す
れ
ば
弐

の
如
く
で
あ
る
。

保
闘
世
同
盟
帳
緒
言

古
人
の
詑
に
高
山
帥
於
微
陸
、
千
里
起
於
一
歩
と
い
ひ
、

A
M

に
臨
も

秘
れ
ば
同
と
h
u

る
と
い
へ
る
一
も
の
信
に
執
り
。

A1
我
日
本
金
酬
の
人
員

一一一千
λ
官
山
人
と
見
倣
し
一
人
ご
と
に
毎
日
二
町
七
毛
づ
L

航
車
品
を

用
ゆ
る
と
す
れ
ば
、
日
々
日
本
金
貨
の
減
ず
る
こ
と
十
両
二
千
六
百
岡

と
な
る
ゆ
ヘ
、

一
年

ω
惣
計
に
て
同
日
本
金
貨
の
減
ず
る
ζ

と
三
千
八

百
高
岡
也
。
若
一
人
ご
と
に
日
々
五
銭
づ

L

柏
車
品
を
用
ゆ
る
と
す
れ

ば
、
一
日
に
日
本
金
貨
の
減
ず
る
と
と
百
九
十
高
岡
と
な
る
ゆ
へ
、
一

年
四
惣
計
V

い
て
は
日
本
金
貨
の
川
m
f
る
こ
と
ん
ハ
億
九
千
三
白

h
十
寓
聞

也
u

僅
か
二
国
三
凪
や
三
館
五
銭
の
紺
り
さ
へ
如
此
。
況
宇
貴
人
議
布

り
衣
食
伸

ω
夫
め

K
舶
非
品
を
用
ゆ
る
、
其
央
大
な
る
ζ

と
蔀
悩
由
企

貨

ιぁ
、
り
ず
。
加
出
金
貨
の
外
凶
へ
慌
り
に
曲
る
、
た

v
一
年
拙
り
の

ζ

と
に
あ
ら
ず
。
年
々
際
限
な
{
我

H
本
の
利
潤
を
失
ふ
に
歪
り
て
は

安
山
市
、
我
闘
の
金
武
縦

F
ら
ん
明
。
鶴
る
に
金
貨
は
こ
れ
幽
の
魂
な
り
。

魂
抜
け
去
、
b
ば
安
ぞ
闘
の
命
ち
亡
び
ぎ
ら
む
や
。
託
車
洋
銀
の
倒
ま
ナ

f
よ
崎
武
、

H
本
の
紙
僻
ま
ず
/
、
下
部
す
る
は
、
是
れ
日
本
町
民
貨
の

鞄
き
る
微
な
ら

r字
。
か
白
川
伴
H
問
を
求
め
て
彼
れ
が
洋
銀
町
倒
を
武
〈

雑

錐

佐
問
介
石
白
舶
出
品
排
岸
田
思
想
と
誕
励

し
、
岡
し
て
政
祇
僻
リ
僻
を
下
落
い
た
さ
せ
、
米
倒
を
ま
ナ

p
k
賞

t

す
る
も
の
と

b
他
人
目
肱
却
に
あ
ら
ず
、
皆
A
L
4
T
己
れ
よ
ト
ョ
眠
払
る
断

自
国
郵
な
ら
ず
晶
了
。
然
る
に
今
日
白
困
窮
は
ζ

れ
凶
銅
山
旧
制
品
に
て
、

賊 民
紙t v 
Ilt困
に鴇
』興は
り今

旬日
りょ
Jti り

り安h
劫る
路 /tJ:
ν、 tこ

た 絡
こ

もと
伝〉 μj

遊 間
路 窮
lこ-，
光ゐ柚
f品Eる
、、宇

リ品 、
奇放
も k
白 峰

訟
に
恭
行

L
弱
き
も
り
は
山
野
に
倒
れ
臥
し
、
鮮
に
臨
み
刷
る
べ
を
ロ
叩

物
描
き
.
而

L
て
後
各
々
殺
害
を
行
ひ
互
に
入
山
向
を
制
き
時
ふ
担
山

誕
H
S且
る
べ
き
世
白
中
に
至
る
ζ

と
は
儲
を
掛
げ
て

U
る
が
如

L
。

是
れ
天
地
自
然
由
却
と
し
て

ζ

由
報
ひ
を
受
け

f
る
こ
ん
一
世
得
ず
。
如

此
親
雌
を
或
る
日
に
豆
り
、
加
何
程
紅
棋
に
咽
伊
前
非
を
伽
る
と
も
何

の
盆
か
あ
ら
ん
、
こ
の
災
害
を
受
る
、
そ
の
原
凶
一
と
し
て
舶
燕
品
。

所
錨
な
ら
ず
る
は
な
し
。
総
@
に
柏
出
品
に
ニ
銅
あ
り
四
伴
品
と
支
那

品
と
な
り
、

ζ

同
支
那
品
の
た
め
に
輸
出
す
る
所
白
金
貨
d
h

亦
甚
だ
大

η
p。
依
之
一
目
、
も
早
〈
誼
食
住
と
も
戸
右
白
雨
納
鼎
品
併
せ
て
之
監

地
ち
来
て
、
悉
〈
日
本
口
岡

ι相
改
め
易
へ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
於

是
同
志
の
徒
、
梢
議
親
疎
老
山
ザ
男
女
自
別
を
諭
ぜ
ず
.
各
主
副
寺
岡
家

白
危
念
を
廟
hm
制
闘
他
維
持
の
た
め
舶
高
品
を

m
n
v
f
Q盟
約
加
件
。

但

L
常
分
山
内
従
前
在
り
車
リ
白
洋
品
を
用
る
と
、
戒
は
即
今
世
む
る

ル
』
白
同
様
は
各
自
の
適
宜
た
る
ぺ
毒
事
。

第
二
十
七
容

七
七
七

第
古
都

"-，、



雑

車k

佐
同
介
石
の
舶
車
ロ
川
排
阜
の
思
惣
と
謹
劫

明
拍
十
=
一
年
十
一
月

保
闘
批

大
政
府

麓
孟!;

六
捷
一
祉
同
盟
恨
縛
首

夫
れ
入
の
病
を
泊
す
る
千
二
法
に
ナ
ぎ
ず
、
一
つ
に
識
を
服
し
ニ
ワ

に
義
監
禁
ず
。
今
日
山
財
政
閑
離
は
赴
れ
闘
の
病
な
り
。
故
に
こ
の
幽

白
病
を
泊
す
る
も
亦
抽
出
を
服

L
寄

E
禁
ず
る
ニ
訟
に
す
ぎ
ず
。
そ
山
礎

と
は
抗
日
本
品
な
り
。
そ
の
毒
と
は
彼
山
舶
車
日
間
な
り
。
然
に
井
口
岡
山

議
た
る
川
刊
を
知
ら
ず
ん
ば
、
安
ん
ぞ
日
本
nm
の
山
県
た
る
功
抽
を
知
る
イ

け
ん
や
。
向
之
本
，
愛
に
日
本
品
と
洋
品
と
並
ペ
山
市
て
、
そ
由
利
害
を
排

F
べ
L
o
時
に
作
品
、
も
日
本
品
も
之
を
谷
け
ば
衣
食
住
由
三
と
な
り
、

之
止
聞
け
ば
サ
五
、
企
な
る
。
そ
白
廿
E
Z

と
は
-
つ
に
玉
石
、
ニ
つ
に
苗

吃 g)

にJl-
染主、
Jt-< ~ 、， .つ

J、Vこ

っヒ
に金
畑、

五，'1: I1-t1 
ワ

プL に
つ欝
に 石
百、

設五
、 てコ

ート hこ
に 施
1，1ι 石

プミ
十 つ

f亡
に F

紙 1T
、 11[1

寸ー じ

十ニ
t二 t之

に皮
事 革
企段 、
品

寸ー
十三
，1. ，之
に諦
蕗千 i，b
席晶、

十古
j， に
にJ幽山、

割高 寸-

K 
制i

-r-
廿 六

に た嗣

置;叫

廿
に
酒
、

サ
ニ
に
附
齢
、
サ
一
一
一
に
名
材
、
サ
闘
に
名
花
n
A
平
珍
禽
皆
同
欧
、

廿
五
に

前
茶
器
井
且
居
具
。
こ
の
巾
先
づ
第
一
に
弔
石
と
は
之
れ
に
三
種
あ
り

費
石
と
美
石
と
玉
石
と
な
り
(
巾
略
)
都
に
我
凶
産
白
玉
を
す
て
て
舶
来

咽
砂
金
石
、
玉
、
珊
瑚
樹
、
ダ
イ
ヤ
マ
ン
な

E
を
用
る
明
へ
大
に
日
本

務
ニ
+
七
巻

第
五
旗

". F、

七
七
λ

由
利
在
先
へ
り
。

(
M
下
廿
凹
粧
の
各
品
に
つ
き
一
一
そ
の
繍
制

E
母
げ

舶
車
品
E
用
'
A

る
た
め
闘
産
殴
れ

τ外
岡
へ
金
貨
U

抗
出
す
る
こ
と
を

説
〈
)
布
の
廿
瓦
品
内
外
に
謀
説
、
地
掛
、
器
械
に
至
る
ま
で
日
本
金

貨
の
附
山
倍
高
闘
を
以
て
計
ペ
し
。
財
政
凶
雌
に
歪
る
も
貨
に
理
古
ら

ず
や
。
若
し
今
日
の
を
の
般
に
て
舶
車
品
を
ま
ず
/
、
、
削
る
と
聖
位
、

今
年
白
内
に
ぼ
け
鋭
倒
二
百
五
十
川
目
上
に
聡
賞
L

紙
幣
白
泊
用
品
A
L

て
塞
が
る
に
豆
ら
ん
。
由
之
一
日
一
も
早
〈
昨
日
川
を
日
本
H

川
に
改
め
晶
へ

rん
ば
、
制
止
は
て
断
川
胤
削
間
離
の
危
き
を
救
H
H

ん
や
。
若
し
百
円
川
を

止
め
日
本
品
に
改
る
に
就
て
は
、
凡
そ
六
位
あ
リ
@
一
ワ
に
金
貨
濫
出

を
防
ぎ
、
ニ
ワ
に
従
来
殴
れ
た
る
日
本
品
を
興

L
、
一
ユ
ワ
に
日
本
品
。

取
れ
た
る
し
ぎ
興
せ
ば
失
業
心
人
に
職
業
を
得
せ
し
む
。
四
つ
に
洋
銀
倒

を
下
搭
せ
し
む
。
五
ワ
に
諸
物
価
下
落
せ
し
む
。
大
う
に
物
倒
下
落
し

ιむ

失
業
白
他
を
産
業
に
就
か
令
れ
ば
、
放
火
臨
蹴
な
ど
の
思
議
む
も
の
自

ら
息
む
べ

L
o
赴
れ
ζ

由
一
世
を
山
ハ
盆
批
L
C

名
る
ゆ
「
ん
な
り
。

明
拍
十
四
年
同
月

京
都
府
下

盆

枇

明
治
十
=
一
年
十
二
月
五
目
白
「
朝
日
新
聞
」
(
五
五
九
批
)
に
は

保
図
枇
設
立
の
と
し
乙
骨
紹
介
し
て
回
く
『
彼
佐
川
介
石
師
が
主

止
な
り
て
設
け
ら
れ
た
る
保
図
枇
占
一
再
ふ
は
愛
闘
必
の
三
宇
に

原
由
せ
し
も
の
に

τ此
祉
に
加
入
す
る
者
は
替
て
外
図
の
物
品

主献策二挽所担問外浪人民山「明治相l町山反励且土日」心中にも士盆最上同盟幌端

脊なるものが杭フ℃肘るが、菰日掲執するもりと大に時り、旦ワト四年五周

となって居る。
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主
一
切
用
品
さ
せ
宇
、
只
白
岡
白
日
聞
を
以

τ衣
食
住
に
充
る
も

の
た
り
・
と
ぞ
。
今
此
哉
の
有
り
し
趣
志
た
る
や
、
師
が
平
生
高

座
に
上
り
て
高
く
論
ぜ
ら
る
h
栽
培
秘
情
論
を
富
行
さ
せ

て
輸
入
口
聞
を
減
じ
而
し
て
金
貨
の
植
山

rる
を
防

P
D
方
川
な

り
。
若
之
を
し
て
蝿
々
寅
行
な
ら
し
め
ば
、
金
融
の
道
自
ら
悶

け
、
漸
L
R

岡
山
部
の
衰
微
を
掛
し
、
迭
に
富
岡
強
兵
商
代
不
易
の

基
礎
を
臨
む
る
に
歪
ら
ん
。
依
之
、
愛
国
有
芯
の
輩
は
迫
々
彼

枇
に
加
入
せ
ん
こ
ー
占
を
欲
し
、
昨
今
蹴
々
巾
出
る
と
一
耳
ム
』
と
。

ま
た
「
栽
培
純
情
問
答
新
誌
」
十
三
蹴
に
は
『
川
明
治
十
問
年

の
夏
目
京
に
て
六
経
枇
を
結
び
、
仁
義
組
智
信
の
時
四
を
以
て
五

人そ] 隣組
なの氏に
り外の部
。千 IH ~ 
右切自分
の崖 l・け
面世の IJJ 、

まf1如?三
白書槌井
中大屋上
白家ノL

~~ Ij、メL
小ピ橋・
谷払屋人
源と.黒
六 し f自主屋
j て屋ム
上皆・畑
山 J~ ~'!豆
碓 3子屋樫
太 i民軒巳摩

T2Fit 
'1'志申を屋
ずのす 十 伊

岡
氏
が
六
波
織
の
性
職
玉
井
盤
如
師
に
従
が
ひ
丹
後
丹
波

ι趣

か
れ
、
六
盆
枇
の
分
枇
を
聞
き
し
投
書
あ
り
、
左
に
描
く
べ

し
』

k
て
這
聞
の
事
怖
を
述
べ
て
居
る
。
剖
ち

『
誼
回
丹
波
図
柄
知
山
哲
洞
岩
久
昌
寺
足
立
背
明
・
出
鷲
寺
千
葉
諦
股

雑

錐

依
田
介
石
田
舶
車
品
排
斥
白
思
旭
と
週
一
蹴

J;( 

白
岡
告
の
招
待
日
て
、
時
年
「
一
月
五
日
に
玉
井
量
削
師
・
小
谷
土
山

両
氏
と
共
に
か
の
地
に
到
普
Jr

た
さ
れ
た
る
と
と
る
、
天
国
郡
何
胤

郡
の
椅
寺
院
車
。
集
ま
り
‘
法
措
寺
に
て
六
日
よ
り
刊
目
。
間
百
就

駄
を
闘
を
、
そ
山
引
観
音
問
所
常
開
寺
(
日
越
市
)
に
て
耽
敬
散
さ
れ

た
る
に
何
れ
も
肱
干
人
候
群
集
に
て
入
枇
す
る
も
白
砂
か
ら
ず
。
そ

れ
よ
n
リ
舟
後
白
闘
宮
禅
に
赴
む
き
削
減
幸
に
て
詑
敬
陶
き
た
る
と
と

ろ
、
郡
役
所
内
賛
成
に
て
尤
と
も
柿
骨
位
L
〈
、
そ
の
節
同
時
に
問
所

に
て
政
談
蹴
説
い
た
ナ
も
の
餓
制
に
背
き
た
る
擁
を
以
て
演
説
さ
し

止
め
ら
れ
た
る
匹
刊
さ
、
そ
の
前
置
。
陥
に
集
ま

na
た
る
も
の
悉
〈

削
減
寺
に
押
し
寄
せ
車
り
監
千
人
公
相
指
と
柑
成
り
、
三
日
山
間
だ

説
教
に
及
び
市
中
悉

t
大
壷
引
祉
に
加
入
い
た
せ
り
。
そ
れ
よ
り
同
所

如
願
寺
に
て
説
訟
い
た
せ
り
。
腿
衆
由
雄
な
る
こ
&
附
に
同
じ
。
そ

れ
よ
り
奥
佐
郡
日
程
村
金
剛
心
院
に
て
ニ
日
目
聞
だ
殴
敬
、
六
桂
一
世

に
入
る
も
の
駐
百
名
あ
り
。
そ
れ
よ
り
同
郡
掴
分
寺
村
。
闘
分
寺
に

て
三
目
白
問
だ
説
監
凹
今
村
悉
(
大
盆
枇
に
加
入
い
た
を
9
0
岡
廿

二
日
宮
常
に
蹄
り
西
川
善
藤
氏
自
宅
に
一
宿
い
た
し
、
サ
ニ
一
日
天
田

郡
川
守
村
柿
闘
寺
に
て
詑
敬
あ

n'・
聴
者
悉
〈
六
盛
祉
に
入
る
。
サ

四
日
同
郡
川
北
嵐
光
寺
に
て
説
敬
聴
者
埠
〈
六
盆
祉
に
入
る
。
そ
れ

よ
り
二
度
び
繭
知
山
?
久
間
寺
に
立
退
へ
り
三
目
。
一
間
だ
詑
敬
礎

t

俸
二
十
セ
血
管

第
五
観

~，、

七
七
九

同僚寺町大雲院を六盆祉の本枇と Utζ とは介石山手紙によヮτ明かである

(文献第三続、吉川秀遊民論文所引畢!!nl。
3) 



雑

録

佐
田
介
石
白
舶
端
品
排
阜
の
思
想
と
運
動

も
の
千
有
館
入
、
か
な
山
ハ
詰
駐
に
入
る
。

ζ

自
枇
員
中
に
中
井
久
兵

徹
・
安
積
荒
曲
主
い
へ
る
岡
氏
が
大
償
監
い
た
さ
れ
、
同
牒
下
円
借
倒

と
共
に
謀
り
四
有
高
己
よ
山
一
世
員
を
持
ら
へ
ん
と
志
E
起
さ
れ
た

り
。
廿
八
日
何
庫
郡
綾
部
村
正
師
寺
に
赴
む
き
同
月
三
十
日
十
二
月

一
日
乙
白
同
日
同
訓
間
耐
院
に
て
詩
歌
離
〈
も
の
千
有
飴
人
み
な
大

盆
枇
に
入
る
。
同
月
二
日
同
村
荷
弦
苛
に

τ
詰
敬
三
ケ
村
み
な
六
位

一
世
に
入
る
。
同
じ
〈
一
一
一
日
H
A

原
村
柴
山
川
寸
に
て
弛
敬
三
ケ
村
み
な
六

番
一
祉
に
入
る
。
同
じ
(
四
日
建
利
明
舷
守
に
て
柑
敬
二
一
ケ
村
恥
な
枇

に
入
る
。
同
〈
抗
日
鍛
冶
脱
村
碑
門
院
に
て
説
敬
コ
ヶ
村
h
m
t
此
に

入
る
。
同
〈
六
日
報
恩
寺
村
民
法
寺
に
て
詑
敬
満
位
由
群
集
hm
な
枇

に
入
る
。
己
白
持
請
時
間
よ
り
招
待
あ
り
た
れ

rも
、
す
で
に
怖
季
に

さ
し
向
ひ
た
る
ゆ
へ
明
春
に
延
し
て
師
庇
致
さ
れ
た
り
と
穴
盆
一
位
本

局
主
り
の
投
書
な
り
』

と
。
と
れ
は
介
石
の
手
紙
に
『
犬
阪
西
京
共
に
舶
来
品
ベ
タ
一

聞
に
潰
れ

ι及
び
陶
賀
替
へ
仕
る
者
日
々
絡
し
。

V

ヤ
ツ
ポ
蹴

幅
傘
直
下
が
り
致
し
た
る
第
一
等
に
て
、
〈
れ
て
も
貰
ひ
乎
無

之
、
西
陣
は
西
京
第
一
等
に
て
洋
ガ
セ
洋
染
草
用
る
事
日
々
数

十
高
岡
危
り
し
が
、
此
方
に
て
三
度
に
八
口
の
詩
歌
仕
候
底
何

れ
も
利
害
の
旨
探
く
聞
分
け
、
悉
く
洋
ガ
セ
洋
染
具
相
や
め
可

第
二
十
七
巷

七
八
O

瞳
伊
荒
曲
師

一
六
回

申
事
に
相
成
り
、
西
京
大
阪
の
響
吉
に
て
、
中
園
西
園
迄
閥
て

舶
来
品
を
求
め
ざ
る
人
気
に
相
普
色
?
と
一
再
へ
る
と
同

一
筆
法
で
あ
っ
て
、
飴
程
割
引
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
と

と
ι
品
川
品
は
れ
る
が
、
介
石
は
中
々
雄
錦
家
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ

り
、
且
つ
論
旨
が
俗
耳
に
入
り
易
か
り
し
た
め
、
頗
る
挺
者
の

心
主
助
か
さ
し
め
た
も
の
と
見
え
、

以
k
O
M沖
に
も
舶
来
品
不

使
用
同
盟
主
作
っ
た
村
々
も
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
例
へ
ば

〔
乙
長
野
腕
更
科
郡
網
掛
村
に
て
は
、
舶
来
品
は
一
切
用
品
ざ

る
と
ふ
」
陀
決
し
、

ラ
ン
プ
-
V
ヤ
ツ
ポ
・
洋
傘
な
ど
は
い
ふ
に
及

ば
守
、
昨
年
村
曾
用
内
民
入
れ
た
る
椅
子
ま
で
他
村
〈
資
掛
っ

た
と
い
ム
己
主
で
あ
る
。
(
二
)
石
川
勝
下
加
賀
図
金
津
地
方
の

愛
園
者
が
協
議
の
上
、
愛
闘
枇
と
一
再
ム
一
枇
を
設
け
、
堅
〈
外

園
局
職
入
品
を
用
ひ
ざ
る
方
法
を
設
く
る
と
と
L

た

っ

た

云

々
。
会
む
佐
問
介
石
師
が
江
州
長
波
近
傍
に
て
説
教
中
、
外
岡

品
を
用
ゆ
る
と
と
を
太
〈
排
斥
せ
し
後
は
、
村
々
に
て
祉
を
結

ぴ
、
外
図
品
世
用
引
い
ざ
る
と
之
を
竪
〈
普
約
し
、
差
越
背
せ
し

者
は
忽
ち
村
よ
り
放
逐
す
る
と
と
を
約
し
た
と
い
ふ
。
此
等
は

二
一
の
例
に
過
ぎ
左
い
い
が
彼
れ
の
貫
際
運
動
が
多
少
の
反
響
を

文献車三旗、吉川氏論文所引。
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惹
起
し
た
と
と
を
認
め
ざ
る
を
得
・
泣
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
そ
の

訟
に
感
化
さ
れ
て
同
様
の
思
想
を
有
し
、
同
様
の
と
と
を
賀
行

せ
ん
と
し
た
も
O

L
る
っ
た
と
と
は
、
以
よ
設
く
所
に
よ
っ
て

も
明
か
で
あ
る
が
、
狛
「
栽
培
経
減
問
答
新
誌
」
に
鹿
ζ

見
ゆ
る

問
答
干
投
書
に
よ
っ
て
も
之
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。

宜
、
依

言~

明
治
初
期
の
文
明
開
化
の
聾
喧
し
き
時
に
営
っ
て
佐
問
介
石

の
思
組
低
所
謂
危
険
思
想
で
も
あ
っ
た
で
あ
ム
ラ
。
明
治
+
一
一
一

年
六
月
同
日
に
介
石
が
長
野
廊
下
で
諮
淑
レ
た
占
己
ろ
、

閣
安

を
妨
害
す
る
嫌
疑
あ
り
と
て
上
聞
替
察
署
へ
拘
引
さ
れ
た
。
そ

れ
は
五
月
二
十
四
日
小
職
郡
別
所
村
の
安
柴
寺
で
経
済
論
と
い

ム
闘
で
、

シ
ヤ
ヴ
ポ
を
冠
り
胴
餌
傘
を
か
ざ
す
者
は
、
日
本
人

で
ほ
友
い
、
病
院
は
無
用
の
長
物
で
、
石
茨
酸
は
ヨ
レ
ラ
に
大

輩
、
今
日
の
巡
査

主主
め
で
あ
る
止
し、

O ;.l)~時

}目
白

者
7ご
な
ど

" メ

ト
ル

を
あ
けr

アE

ま
た
介
石
の
手
紙
に
は
『
州
老
粂
而
説
教
の
儀
御
間
取
被
下

候
泊
、
政
事
上
に
閥
係
仕
候
儀
は
深
〈
注
意
仕
候
故
、
太
陽
暦

雑

録

低
問
介
石
の
舶
車
品
排
斥
向
思
想
と
謹
励

の
是
非
は
夢
に
も
申
た
る
先
無
之
、
官
員
四
大
小
越
服
亦
の
儀

も
官
員
シ
ャ
ッ
ポ
の
儀
も
、
宮
官
の
同
市
り
束
帯
主
忠
へ
、
此
れ
は

一
外
岡
交
易
上
に
附
昔
不
得
己
事
丘
れ
ば
此
備
は
締
祉
の
制
限
に

一
非
令
、
国
て
官
員
も
此
組
問
枇
加
入
被
歎
可
申
と
と
そ
何
庭
忙
て

も
詮
数
仕
候
儀
に
候
へ
ば
』
左

E
と
締
解
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ

が
果
し
て
「
栽
培
経
済
問
答
新
誌
」
な
ど
白
議
論
占
矛
盾
せ
た
い

で
あ
ら
う
か
。
ま
た
「
栽
局
経
済
問
答
新
誌
」
は
前
湛
D
如
〈
蟻

々
日
本
紙
な
る
旨
を
明
記
し
て
、
舶
来
日
聞
の
沼
倒
に
そ
の
貴
重

た
日
本
紙
を
泊
費
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
議
論
の
書
か
れ
て
ゐ
る

本
文
は
、
木
版
で
は
-K
〈
て
活
字
で
組
ん
で
ゐ
る
o

己
の
耐
に

つ
い
て
読
者
の
詰
問
に
答
て
日
く
『
今
日
新
る
闘
の
念
た
る
危

曹
を
敬
ふ
に
、
板
下
を
書
喧
、
叉
そ
の
板
下
の
校
合
の
乎
撒
に

か
け
、
そ
れ
か
ら
板
木
屋
に
砲
は
し
、
叉
そ
の
彫
り
の
誤
り
を

正
し
、
そ
れ
山
ら
摺
に
か
け
、
叉
綴
に
か
け
六
七
度
の
手
数
に

か
け
た
ら
ば
一
月
陀
二
三
回
の
新
誌
の
摺
叫
し
も
向
州
自
で
あ

ら
う
。
そ
己
で
止
む

E
得
A
Y
棋
を
以
て
襖
を
抜
く
の
術
主
用

ひ、

一
時
白
念
を
救
は
ん
主
。
若
し
そ
れ
助
け
後
れ
で
図
が
潰

れ
た
跡
に
、
何
程
結
構
左
折
誌
が
で
き
て
も
療
治
の
手
後
れ
と

第
二
+
七
巻

第
五
観

一
穴
宜

七
λ 
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雑

錐

佐
田
介
石
田
舶
来
品
鵠
牢
白
思
想
主
運
動

た
る
在
り
。
予
が
今
用
ゆ
る
底
は
、
と
れ
楢
道
に
し
て
炉
道
に

は
非
中
。
賞
に
止
む
を
得
ざ
る
所
以
な
り
』
ι
さ
て
方
便
愉
で
片

附
け
て
居
る
が
、
誰
れ
か
之
を
以
て
遁
跡
と
な
さ
い
A

る
も
の
が

あ
ら
う
ぞ
。
共
他
彼
れ
の
訟
に
は
理
論
の
一
貫
せ
十
、
前
後
矛

盾
持
着
せ
る
所
の
少
〈
泣
い
己
主
は
、
彼
の
所
論
を
読
み
し
何

人
も
が
筑
付
く
所
で
あ

ιぅ。

佐
同
介
石
は
『
今
日
削
b
J
放
火
の
盛
た
晶
、
賀
屋
刷
局
の
捗

し
昔
、
身
代
限
白
茜
し
昔
、
艶
死
の
多
曹
、
暴
動
の
烈
し
き
、

問
術
八
街
に
愁
噛
長
息
の
喧
し
き
、
そ
の
原
因
外
闘
交
通
に
出

で
ざ
る
は
な
し
』
主
説
き
、
官
時
の
日
本
の
窮
欣
社
以
て
悉
く

と
れ
を
外
岡
交
通
白
閥
係
陀
蹄
し
て
居
る
が
、
更
に
そ
の
所
論

を
詮
じ
詰
む
れ
ば
、
凡
て
の
議
論
は
外
図
に
金
貨
白
枕
出
す
る

己
主
主
嫌
忌
せ
る
鹿
に
立
脚
し
て
居
る
o

E
れ
督
時
の
鮪
岡
魁

済
白
概
念
E
以
て
明
治
の
新
時
代
を
翻
ん
と
し
た
る
に
山
る
も

。
で
は
な
か
ら
う
か
o

介
石
の
思
想
及
漣
動
は
『
愛
園
』
を
看
奴

と
し
て
居
る
が
、
寅
は
保
守
的
な
鎖
園
思
想
で
あ
っ
て
、

に
偏
し
た
感
情
的
な
思
想
で
あ
り
‘
経
済
論
と
し
て
は
極
め
て

幼
稚
な
思
想
で
あ
っ
た
ζ

と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
巴
れ
が
官 方

第
・
一
十
七
巻

七
λ 

第
五
掛

一
六
六

目
的
欧
化
白
色
彩
強
か
り

L
賞
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
靭

ず
る
忠
ひ
切
っ
た
反
動
思
想
主
し
て
興
味
あ
る
割
立
を
左
せ

L

如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
は
特
段
た
る
償
他
を
認
め
得
ぎ

る
も
白
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
ピ
鹿
嶋
館
時
代
に
む
け
る
保
守

思
想
の
先
脳
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

識よ品粗憐問答新誌十プミ説。
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